
庄内地区町会連合会長

百瀬　康一

新
年
度
の

　
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

創
〜
つ
く
る
〜

今
年
度
、
庄
内
地
区
で
は
、

町
会
長
、
町
内
公
民
館
長
な
ど
、

多
く
の
役
員
が
代
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
の
安
心
安
全
な

暮
ら
し
を
日
夜
支
え
て
く
れ
て

い
る
、
交
番
や
消
防
署
の
所
長

さ
ん
も
代
わ
ら
れ
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
回

着
任
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

庄
内
地
区
館
報
は
編
集
委
員

の
視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を

掲
載
し
、
自
分
の
暮
ら
す
地
域

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
機
会

に
な
れ
ば
と
思
い
、
発
行
し
て

き
ま
し
た
。

　

未
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収

束
が
見
え
な
い
中
で
す
が
、
庄

内
地
区
で
受
け
継
が
れ
て
き
て

い
る
伝
統
行
事
や
活
動
、
出
来

事
な
ど
、
身
近
な
話
題
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
取
り
上
げ
、
皆
さ
ん

の
学
び
の
一
助
と
な
る
館
報
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

庄
内
地
区
全
体
を
つ
な
ぐ
、

広
域
的
な
活
動
を
行
い
ま
す

庄内地区公民館長会
会長　樋口　哲朗

　

今
年
度
、
庄
内
地
区
公
民
館

に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
小
林

大
と
申
し
ま
す
。
以
前
は
松
本

市
中
央
図
書
館
に
お
り
ま
し

た
。
図
書
館
も
社
会
教
育
施
設

の
一
つ
で
、
市
民
の
生
涯
学
習

を
支
え
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
し
た
が
、
公
民
館
は
よ
り
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
と
な
り
ま

す
。
公
民
館
で
の
勤
務
は
初
め

庄内地区公民館
主事　小林　大

学
び
・
キ
ズ
ナ

て
で
す
が
、
早
く
仕
事
を
覚
え

て
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

公
民
館
は
、
地
域
の
皆
様
の

生
涯
学
習
を
支
え
る
拠
点
で

す
。
皆
さ
ま
が
、
や
り
た
い
こ

と
、
興
味
の
あ
る
こ
と
、
知
り

た
い
こ
と
を
後
押
し
す
る
の

が
、
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

　

今
、
な
か
な
か
コ
ロ
ナ
禍
で

お
出
か
け
や
様
々
な
活
動
が
制

限
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
少
し
で
も
活
動
が
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

先
の
総
会
に
て
庄
内
地
区
町

会
連
合
会
会
長
を
引
き
受
け
る

事
に
な
り
ま
し
た
百
瀬
で
す
。

未
熟
な
私
が
会
長
の
重
責
を
担

う
こ
と
は
甚
だ
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
が
、
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
、
支
援
を
い
た
だ
い

て
精
一
杯
務
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
10
名
の
新
人
町
会

長
を
迎
え
、
新
た
な
15
名
で
庄

内
地
区
の
地
域
づ
く
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
度
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
強
化
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

さ
れ
、「
多
様
な
連
携
に
よ
る

地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
」

を
目
標
と
し
て
６
件
の
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
継
続

す
る
事
業
の
ほ
か
、
新
た
な
取

り
組
み
の
応
募
も
い
た
だ
き
、

先
月
事
業
の
選
定
委
員
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
様
の
ご

参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
対
す
る
取
り
組

み
と
し
て
地
区
内
５
か
所
の
指

定
避
難
所
の
内
、
４
か
所
で
避

難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
残
る
松
本
工
業
高
校

で
も
、
今
年
度
、
訓
練
を
行
う

予
定
で
お
り
ま
す
。
災
害
の
起

き
な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら
も

い
ざ
と
い
う
時
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。
防
災
備
品
に
つ
い
て

も
必
要
な
備
品
を
毎
年
計
画
的

に
各
避
難
所
に
備
蓄
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
も
更
な
る
備
品

購
入
を
予
定
し
お
り
ま
す
。

　

行
政
、
地
域
、
町
会
、
住
民

の
協
力
で
住
み
や
す
い
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
皆
様

の
お
知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
こ

の
先
の
２
年
間
、
地
域
活
動
に

努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
を
中

心
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
も
力

を
入
れ
、
庄
内
地
区
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ

ひ
地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
程
、
庄
内
地
区
公
民
館

長
会
会
長
を
務
め
る
事
に
な
り

ま
し
た
、
出
川
町
町
会
の
樋
口

哲
朗
と
申
し
ま
す
。

公
民
館
活
動
は
地
域
の
住
民

の
交
流
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で

す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
思

住
民
の
生
涯
学
習
を
支
え
、

地
域
を
つ
な
い
で
い
ま
す
！

う
よ
う
な
活
動
が
出
来
な
く

な
っ
て
い
て
な
か
な
か
歯
が
ゆ

い
所
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
庄
内
地
区
公
民
館
長
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
庄
内
公
民
館

の
活
動
、
運
営
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
公
民
館
報

の
編
集
、
ド
リ
ー
ム
庄
内
、
庄
内

ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
等
お
越
し
い
た

だ
い
た
皆
様
が
楽
し
め
る
会
に
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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本
年
３
月
の
定
期
異
動
に
よ

り
、
松
本
警
察
署
庄
内
交
番
所

長
に
着
任
し
ま
し
た
中
野
元
樹

と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

松
本
警
察
署
管
内
で
は
、
電

話
で
の
お
金
詐
欺
（
特
殊
詐
欺

か
ら
名
称
変
更
）
の
被
害
が
、

本
年
３
月
末
の
時
点
で
被
害
件

数
９
件
、
被
害
額
約
１
、
７
２

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
電

話
で
お
金
の
話
を
さ
れ
た
ら

「
詐
欺
」
を
疑
い
警
察
へ
の
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
交
通
事
故
の
発
生
状
況

で
す
が
、
令
和
３
年
度
中
、
松

本
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
人

身
交
通
事
故
の
中
で
、
自
転
車

が
関
係
す
る
事
故
の
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
を

利
用
す
る
際
は
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
事
故
防
止
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
後
も
庄
内
地
区
の
安
心
、

安
全
の
た
め
、
交
番
署
員
一
丸

と
な
り
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

松本警察署 庄内交番所長

中野　元樹
　

こ
の
度
、
４
月
１
日
を
持
ち

ま
し
て
、
丸
の
内
消
防
署
庄
内

出
張
所
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
二
村
勝
彦
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
皆
様
に
は
、
平

素
か
ら
消
防
行
政
に
対
し
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
人
々
の
生
活
や
経

済
活
動
を
一
変
さ
せ
、
未
だ
終

息
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

日
々
変
化
し
て
い
く
複
雑
な
現

代
社
会
と
予
測
不
能
で
多
様
化

し
て
い
く
災
害
の
中
で
、
丸
の

内
消
防
署
庄
内
出
張
所
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
住
民
の
皆
様
の

安
心
安
全
の
た
め
に
全
職
員
一

丸
と
な
っ
て
一
層
信
頼
さ
れ
る

組
織
に
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
庄
内
地
区
住
民
の

皆
様
の
ご
発
展
と
一
刻
も
早
く

平
穏
な
日
々
に
戻
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

丸の内消防署 庄内出張所所長

二村　勝彦

地
域
の
福
祉

　

初
め
ま
し
て
。
庄
内
地
区
の

行
事
や
ひ
ろ
ば
活
動
な
ど
に
積

極
的
に
顔
を
出
し
、
交
流
を
通

し
て
少
し
で
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
お
気
軽

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
社
会
福
祉
士　

坂
西
周
子
）

中央南地域包括支援センター
社会福祉士　坂西 周子（右）
保　健　師　岩垂 佑貴（左）

　

中
央
南
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
保
健
師
と
し
て
配
属
と
な
り

ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
仕
事
を
す

る
の
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

皆
様
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

き
、
交
流
を
通
し
て
庄
内
地
区

を
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
地
域
住
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
少
し

で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（

保
健
師　

岩
垂
佑
貴
）

（
◎
連
合
会
長
、〇
副
会
長
）

◎
百
瀬　

康
一　
（
出
川
町
）

〇
小
松　

恵
三　
（
庄
内
町
）

〇
大
内　

正
紀　
（
筑
摩
）

　

髙
木　

常
行　
（
南
新
町
一
丁
目
）

　

野
村　

隆
幸　
（
南
新
町
二
丁
目
）

　

久
高　
　

誠　
（
逢
初
町
）

　

鶴
川　

訓
靖　
（
新
家
町
）

　

吉
沢　

栄
治　
（
豊
田
町
）

　

原
田　

知
治　
（
出
川
町
第
一
）

　

塩
野
崎
正
敏　
（
並
柳
）

　

江
森　
　

一　
（
並
柳
団
地
）

　

入
村　

良
一　
（
神
田
）

　

上
條　

栄
規　
（
三
才
）

　

土
屋　

雄
一　
（
筑
摩
東
）

　

下
澤　

壽
重　
（
中
林
）

●
館
報
編
集
委
員
会

〇
久
保
由
美
子

　

須
澤　

哲
夫

　

洞
澤　

喜
光

　

伊
藤　
　

篤

　

大
野
田
彰
孝

　

中
村　
　

亨

　

赤
羽　

伸
夫

　

中
嶋
由
美
子

　

内
川　

則
子

●
文
化
委
員
会

〇
木
村　

成
雄

　

小
澤　
　

勝

　

小
泉
紀
代
子

竹
ノ
内
み
つ
子

　

宮
森　

孝
子

　

森
崎　
　

靖

　

吉
田　

昌
照

●
子
育
て
委
員
会

〇
中
嶋　

順
子

　

久
保
由
美
子

　

本
南　

静
代

　

西
口
恵
利
子

　

小
林　

幸
代

　

田
島　

伊
織

　

小
松　

淳
子

　

分
部　

誠
子

　

百
瀬　

紀
子

　

有
賀　

弥
生

　

小
林　
　

孝

　

池
野　

理
恵

　

降
旗　

敦
子

　

小
林
喜
美
子

　

山
野　

敬
子

　

各
務　

則
昭

　

宮
内　

聡
光

令
和
四
年
度
庄
内
地
区
町
会
長

令
和
四
年
度
庄
内
地
区
公
民
館
委
員

（
◎
会
長
、〇
副
会
長
）

◎
樋
口　

哲
朗　
（
出
川
町
）

〇
須
澤　

哲
夫　
（
南
新
町
一
丁
目
）

〇
原　

準
一
郎　
（
筑
摩
）

　

各
務　

則
昭　
（
南
新
町
二
丁
目
）

　

洞
澤　

喜
光　
（
逢
初
町
）

　

伊
藤　
　

篤　
（
新
家
町
）

　

中
村　
　

亨　
（
庄
内
町
）

　

宮
内　

聡
光　
（
豊
田
町
）

　

竹
内　

國
雄
（
出
川
町
第
一
）

　

赤
羽　

伸
夫　
（
並
柳
）

　

三
浦　

妙
子　
（
並
柳
団
地
）

　

平
野　
　

亨　
（
神
田
）

　

中
村　

守
伸　
（
三
才
）

　

宮
澤　

健
司　
（
筑
摩
東
）

　

和
賀　
　

修　
（
中
林
）

●
公
民
館
企
画
委
員
会

〇
百
瀬　

康
一

　

樋
口　

哲
朗　

　

久
保
由
美
子

　

木
村　

成
雄

　

中
嶋　

順
子

　

西
口
恵
利
子

　

久
保
田　

稔

　

原　

準
一
郎

　

竹
内　

國
雄

　

平
野　
　

亨

　

中
村　

守
伸

　

和
賀　

修

令
和
四
年
度
町
内
公
民
館
長

　

三
浦　

妙
子

　

宮
澤　

健
司

ここに載っている委員会というのは、公民館の運営や事業の立
案等に直接住民が関わってもらい、自治意識の向上や地域を支
える人材の育成等を目的に設置しているものです。

地
域
の
安
心
・
安
全
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
つ
く
り
ま
す
！

（
〇
委
員
長
）
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